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第２回持続可能な平和と開発に関するアスワン・フォーラムにおける鷲尾外務副

大臣ステートメント 
 
議長、 
 
日本政府を代表して、第２回持続可能な平和と開発のためのアスワン・フォ
ーラムの開催に心から祝意を表します。また、同フォーラム開催におけるエ
ジプトの力強いリーダーシップに敬意を表します。 
 

議長、 
 
これまでのところアフリカは新型コロナウイルス感染症による最悪の事態を
免れつつある一方、この世界的大流行はアフリカの社会・経済に甚大な影響
を及ぼしています。新型コロナウイルスの蔓延は、多くのアフリカ諸国にお
いて、特に保健分野の国家の制度の脆弱性を浮き彫りにしました。こうした
状況下、アフリカ諸国にとって、大陸全体に根深く残る平和と安全に関する
様々な課題に立ち向かうことが一層困難となっています。この多面的危機は、
人々の生命と尊厳を脅かし、人間の安全保障を危機に晒しています。 
 
平和を維持し、人々を保護するためには、強力で信頼できる国家の制度が不
可欠です。実際、新型コロナウイルス感染症は、アフリカ諸国が運転席に座
る形で、国家の制度構築を通じ、紛争やテロの根本原因に対処することの重
要性を改めて強調する機会となりました。 
 
議長、 
 
これはまさに、日本が、2019 年に横浜で開催された第 7回アフリカ開発会議
（TICAD7）で提唱した「アフリカの平和と安定のための新しいアプローチ
（NAPSA）」を通じて達成しようとしていることです。 
 
このような観点から、茂木外務大臣は、昨年 12 月及び 1月の二度のアフリカ
訪問の機会に、NAPSA の下での取組等を通じ、新型コロナウイルス感染症の
世界的大流行からのより良い復興を目指し、アフリカを力強く後押ししてい
くという日本の決意を示しました。  
 
議長、 
 
日本がこれまで NAPSA の下で行ってきた多くの貢献の中から、南スーダンの
国づくりに対する日本の確固とした支援に触れたいと思います。新型コロナ
ウイルスの感染拡大が、アフリカの他の国と同様、南スーダンにも厳しい負
担を強いている状況の中、私は、税関や警察などの幅広い分野での国家の制
度の強化に貢献するという日本のコミットメントを改めて表明します。また、
日本は、南スーダンの和平プロセスの実施を支援するために、政府間開発機
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構（IGAD）やアフリカ連合（AU）などのアフリカ関係機関と引き続き協力し
ていきます。 
 
議長、 
 
本フォーラムの事務局である、アフリカ紛争解決平和維持訓練カイロ国際セ
ンター（CCCPA）の優れた業績を賞賛したいと思います。このセンター及びア
フリカのその他の PKO 訓練センターは、平和構築の取組におけるアフリカの
オーナーシップを体現しています。これらのセンターの様々なプログラム及
び活動は、AU の「紛争停止」イニシアティブにまさに合致しています。 
 
日本は、アフリカの平和と安全の分野でこれらセンターが果たしている重要
な役割を高く評価し、NAPSA の一環として、これらセンターに対し長きにわ
たり支援を行ってきました。特に CCCPA に関し、この機会を捉え、日本政府
として新たに 100 万米ドルの財政支援を決定したことを表明します。 
 
議長、 
 
国際社会の安定と繁栄の鍵は、急速に成長するアジアと大きな潜在性を秘め
たアフリカという 2 つの大陸間の連結によって生み出されるダイナミズムに
あります。したがって、日本は、太平洋とインド洋、そしてアジアとアフリ
カの交わりを豊かにする「自由で開かれたインド太平洋」の実現を望んでい
ます。 
 
このビジョンの下、日本は、（1）法の支配に基づく国際秩序、（2）連結性強
化を通じた経済的繁栄、（3）平和と安定、を確保するためにアフリカにおい
て取り組んでいきます。アフリカが新型コロナウイルス感染症の危機との闘
いを進め、ポスト・コロナの持続可能な平和と開発に向け前進する中、こう
した取組は特に重要であると確信しています。 
 
新型コロナウイルス感染症の世界的大流行は、更なる国際協力の必要性を強
めています。私は、本フォーラムに参加されているアフリカ諸国及びその他
のパートナーに対し、この危機を克服し、アフリカの更なる安定と繁栄のた
めの確固たる基盤を築くため、このビジョンの下での協働を呼びかけたいと
思います。 
 
議長、 
 
新型コロナウイルス感染症に直面する中、アスワン・フォーラムは、「より強
く回復し、より良く再建する」というアフリカの新常態を形成するべく国際
的な支援を結集させる極めて貴重なプラットフォームであることを自ら証明
しました。 
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この流れの中で、私は、日本が戦略的パートナーとしてアスワン・フォーラ
ムに引き続きコミットしていくことを約束したいと思います。最後に、2022
年にチュニジアで開催予定の TICAD8 を見据え、アフリカの主導する平和構
築の取り組みを力強く後押ししていくという日本の決意を改めて表明し、結
びの言葉とさせていただきます。 
 
御静聴有り難うございました。 


